
 

令和６年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 沼影 小学校 ）     学校番号 ０２７                             【様式】 

目 指 す 学 校 像 一人ひとりのよさが輝き 笑顔と元気があふれる学校        

          

重 点 目 標 

１ 主体的で互いに学び合う授業の創造及び子どもの自律を引き出す教育活動の実施 
２ 安全・安心で美しい教育環境の整備 
３ 家庭・地域と連携・協働し、開かれた学校づくりの構築 
４ 教職員の協働・協力体制の確立と指導力の向上 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和７年２月６日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

(現状) 

〇全国学力・学習状況調査において、国語・算数

共に全体的には全国平均に位置しており、概ね

良好な結果であると言える。 

 (課題） 

〇全国学力・学習状況調査において、国語の選択

問題での無解答率が全国平均を上回る傾向にあ

る。基礎的な知識を身に付けることが必要であ

る。 

〇研究主題を「個別最適な学びと協働的な学びの

充実を核とした真の学力の育成」とし、3 年計

画で新たな研究をスタートするため、土台作り

を行う必要がある。 

〇個別最適な学

びや協働的な

学びの充実 

①児童が学習の見通しをもてるように

学習計画や学習のねらいを示す。 

②1 時間の中で、個別の学習や交流する

時間を確保する。 

  個別：自分の考えをまとめるため 

     知識等の定着のための繰返

し学習のため 等 

  交流：考えを共有するため 

     共同作業のため 等 

①全学級で、学習計画の提示や学習のね

らいを明示したり、自分で決めたりす

る授業を展開している。 

②⁻1「学びの指標」のクラウドを活用し

た共同編集の項目が１回目より２回目

の方が 0.5 ポイント上がる。 

②⁻2 学校評価ｱﾝｹｰﾄ(教職員)の個に応じ

た指導方法に関する二項目で肯定的な

回答 90％以上。 

①各学級、各教科や発達段階に応じた学習計

画を作成し、提示したり本時のめあて(ゴー

ル)を明示したりするなど、児童が学習の見

通しをもてるようにしている。 

②⁻1 「学びの指標」が１回目より２回目の方

が 0.5 ポイント以上数値が上がった教員が

１２名であった。他も大方微増している。 

②⁻2 教職員ｱﾝｹｰﾄ「個に応じた指導法」83％、

「きめ細かな個別指導」69％であった。 

Ｂ 

〇個別最適な学びや協働的な学びの指

導法について、各教職員に定着する

よう、研修を通してよい取組を共有

し、指導に生かすようにする。 

〇授業の振り返りが次の授業のめあて

や見通しにつながるようにする。 

 

学習状況については、先生方

の取組の成果が、良好な結果に

つながっていると感じている。  

デジタルだけではなく、物を

実際に触ったり、本物を見せる

など、これまでの教育のよい部

分も継続して行って欲しい。 

 委員会の活動を充実させるた

めには、学級単位の活動を充実

させることも大切だと考えてい

る。今後も係活動や当番活動な

ど創意工夫をしていってほし

い。 

「沼影小学校をもっとよくしよ

う提案箱」は、おもしろい取

組。子どもは、色々なことを思

いつくなと感心した。 

〇児童主体の教

育活動への転

換 

①委員会活動が児童の自発的・自治的な

活動になるよう支援する。 

②学校生活をよりよくするために、児童

が提案、挑戦する場をつくる。 

①委員会活動で児童の自発的・自治的な

活動を促し、支援している。 

②児童が学校をよくするための提案をす

る機会を設定する。 

①委員会活動の内容を昨年度よりもよくしよ

うと工夫した委員会があった。 

②高学年を中心に、「沼影小学校をもっとよくしよ

う提案」に子ども同士が仲を深めたり楽しんだり

するイベント、健康面・安全面に関することなど

30 以上の提案があった。児童会や学年、委員会が

中心になって実践に結び付けたものがある。 

Ａ 

〇今年度取り組んだ「沼影小学校をもっ

とよくしよう提案」の提案内容の実現の

ために、具体的な助言や支援を行う。 

〇委員会活動やクラブ活動、学校行事等に

児童の思いが生きるよう、各担当教員を

中心に支援や指導をする。 
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(現状) 

〇学校評価ｱﾝｹｰﾄ(児童)において、「学校での生活

が毎日は楽しい」「学校に仲のよい友だちがい

る」「相手を傷つけないように言葉づかいに気

をつけている」各項目の肯定的な回答が、90％

を超えている。 

〇学校評価ｱﾝｹｰﾄ(児童)において、教師が「秘密を守

ってくれる」「困っていることを取り上げてくれ

る」の各項目の肯定的回答が90％を超えている。 

 (課題） 

〇学校評価ｱﾝｹｰﾄ(教職員)において、「組織的な学

校施設や環境の整備・点検」の肯定的回答約

80％のうちのＡ評価が 11％に留まっている。 

〇児童一人ひと

りへの細やか

な教育支援・

教育相談に向

けた体制の充

実 

① 毎月の生徒指導・教育相談部会で共有

したことを軸として、スクールカウン

セラー（ＳＣ）、スクールソーシャル

ワーカー（ＳＳＷ）、関係機関との連

携及び児童への支援を積極的に行う。 

② 教育相談を充実させる。 

①日々の報告や毎月の部会を基に、関係

職員で役割等の分担をし、組織的な対

応をする。 

②学校評価ｱﾝｹｰﾄ(児童・保護者)の教育

相談に関する各項目で肯定的な回答

90％以上。 

①児童への聞き取りを学年で分担したり、保

護者への連絡の内容も間違えがないように

確認したりしている。必要に応じて、教頭

も対応するようにしてきた。ＳＣやＳＳＷ

への相談の積極的に行っている。 

②児童ｱﾝｹｰﾄ「先生はいじめなどで困っている

ことをとりあげる」95％、保護者ｱﾝｹｰﾄ「教

職員は相談に親身になる」93％となった。 

Ａ 

〇児童や保護者からの相談等について

は、聞き取りの漏れがないよう、ま

た、相談者に寄り添った聞き取りが

できるよう、研修を重ねていく。 

〇初期対応を大事にし、管理職への報

告や保護者への連絡を徹底してい

く。 
 

子どもたちが楽しく学校に通

っていることが伺える。近年

は、いじめの対応等で忙しい

中、子どもに寄り添った指導を

行えている。 

下校に付き添っていると道路

で危ない場面を見かけることが

ある。 

校庭の木は、秋には落ち葉が

多い。樹高も高く学校で予算が

確保できないのであれば、枝の

剪定を市教委に計画的に実施し

てもらってはどうか。 

 

〇安全・安心な

学校生活 

①安全点検を適切に行った後、修繕箇所

等を速やかに確認し、状況に応じた

対応をする。 

①⁻1 学校評価ｱﾝｹｰﾄ(教職員)の整備・点

検に関する項目で肯定的な回答 85％

以上。そのうちＡ評価 20％以上。 

①⁻2 簡易な修繕については、当月内の

対応をする。 

①⁻1 教職員ｱﾝｹｰﾄ「学校施設の点検・整備」

86％。うちＡ評価 34％。 

①⁻1 修繕箇所を確認し、校内での修繕と業者

依頼の修繕等に分類し、簡易な修繕は 1 週

間以内の対応ができた。 

Ａ 

〇修繕箇所の確認は、教頭と事務職員

を中心としていたため、分掌担当や

点検者との連携を積極的に行う。 
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(現状) 

〇学校運営協議会において、学校運営における課

題を共有し、連携を強化している。 

〇育成会の方を中心に、地域による登下校の見守

り等が充実している。 

〇ＰＴＡで持続可能な活動を模索し続け毎年改善

している。 

(課題） 

〇学校評価ｱﾝｹｰﾄ(保護者)の「地域の行事(活動)に

積極的に参加している」の項目の肯定的な回答

が 50％を割っている。 

〇保護者・地域

との連携・協

働の強化 

① 学校運営協議会やＳＳＮで、積極的に

情報を提示し、熟議において共有した

具体的な内容について、実行に移す。 

①学校運営協議会第 1 回、2 回の熟議

後、内容を吟味し、実行する。 

 

①1 回目の熟議で、あいさつについて年間通し

た取組の必要性が挙がったため、校長を筆

頭に教員による繰返しの指導・呼びかけと

児童会のあいさつ運動を並行して行った。 

2 回目の熟議で、保護者との連携のための

懇談会の有効活用の必要性が挙がったた

め、教職員で共有した。 

Ａ 

〇今年度は、熟議のテーマを絞らず

に、本校の実態の説明・報告から課

題点等を挙げて熟議を行った。次年

度は時間を有効に使うために、テー

マを絞って提示するようにする。 

 

来年度は、学習に絡めて地域

のことを知ったり、関われたり

する機会を設定していけるとよ

いのではないか。 
学校からの積極的なアナウン

スがあったおかげか、地域の夏

祭りに参加した児童が増えた。

住んでいる地域に関係なく受け

入れているイベントもあるの

で、来年度も積極的にアナウン

スしていただきたい。 
PTA や自治会、青少年育成沼

影小地区会の役員のお子さん

は、よく地域の活動に参加をし

ていただいている。 

〇児童の地域行

事への積極的

参加 

①児童が地域の行事に積極的に参加でき

るように、学校だより等を使って情報

を提供する。 

②地域のイベント等に学校からも参加す

る。 

①学校評価ｱﾝｹｰﾄ(教職員、保護者)の地

域の行事に関する項目で肯定的な回答

65％以上。 

②地域のイベント等に、管理職で分担等

を行い、いずれかでも参加できるよう

にする。 

①教職員ｱﾝｹｰﾄ「家庭地域との連携」79％(Ａ

評価前年度比＋23 ㌽)、保護者ｱﾝｹｰﾄ「地域

の活動に積極的に参加」53％であった。 

②地域の夏まつり、秋の運動会、育成会主催

の講演会、会議等に校長又は教頭が参加

し、地域の方とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図ったり児童の

様子を見守ったりした。 

Ａ 

〇地域の行事に参加した実績は、昨年

度より伸びてはいるが、53％にとど

まっているため、次年度は、更なる

情報提供を行う。 

〇地域を学ぶ授業を積極的に展開す

る。 
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(現状) 

〇新たな教育課題に対応するために、校内研修を

実施している。（エバンジェリストを中心にし

たＩＣＴ活用研修など） 

(課題) 

〇教科等の学びを深めるためのＩＣＴの活用は、

今後も研修を積み重ねて授業改善につなげる必

要がある。 

〇若手教員（経験の浅い教員）の増加による指導

力を継承する必要がある。 

 

〇 教 職 員 の 協

働・協力体制

による校内研

修の充実 

①エバンジェリストを中心としたＩＣＴ

活用研修会を実施し、積極的にＩＣＴ

を活用する。 

②積極的に互いの授業を参観し合う。 

③小・中一貫教育を推進し、中学校区の

連携を図る。 

①「学びの指標」２回目のＩＣＴの活用

状況に関する項目二つが市平均 3.2 を

超える。（3～6年） 

②研究授業、公開授業を積極的に参観

し、指導法について学ぶ機会にする。 

③夏季休業中の中学校区の合同研修を中

心に３校で連携する。 

①「学びの指標」が二項目ともに市平均を超

えている教員が１１名、一項目が市平均を

超えている教員が６名であった。満たない

者も市平均に迫っている。 

②研究授業は、全教職員が指導案検討から参

加し、指導法の共有をしている。公開授業

は全員行い、参観後のコメントをＰＣ内の

一覧表にまとめることで、授業者、他の参

観者共に学びのあるものとなっている。 

③合同研修会で共有した内容で実際に児童生

徒間の交流をした。また、これまで積み上

げてきた安全教育の一環で、中学生を指導

者とする心肺蘇生法の学習を今年度も実施

した。 

Ｂ 

〇ＩＣＴの活用については、教科の学

びを深められるように、今後も研究

していく。 

〇授業力はよい授業を参観することか

ら始まるため、今後も積極的に研究

授業や公開授業をおこなっていく。 

〇小・中一貫教育を推進し、今後の義

務教育学校に向けて、内谷中学校と

浦和大里小学校との教職員間での具

体的な連携を明確にする。 

 

エバンジェリストなど聞きな

れない用語があるが、職員同士

で研修を行い、授業改善や指導

力の向上を学校全体で図ってい

ることが分かった。 

 職員の育成を行うことは重要

で、研修の時間を確保していく

ことも重要である。 

 義務教育学校に向けてのワー

キンググループも開かれてい

る。通学班をどうするかとか、

クラブ活動はどうするのかとか

具体的なことも考えていかなけ

ればならない。 


